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▶【特集】住民主体の防災対策に取り組もう
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▶国民健康保険・後期高齢者医療制度・下水道事業の状況
▶子ども広場〈横山小学校〉
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▼洪水の警戒レベルに対応する避難行動と避難・気象情報

警戒レベル1
早期注意情報（警報級の可能性）

(気象庁が発表)

警戒レベル
警戒レベルに対応する
避難・気象情報

警戒レベル2
洪水注意報・大雨注意報など

（気象庁が発表）

警戒レベル4
避難勧告・避難指示（緊急）

（町が発令）

警戒レベル3
避難準備・高齢者等避難開始

（町が発令）

警戒レベル5
災害発生情報
（町が発令）

警戒レベル発令時
私たちが取るべき避難行動

※内閣府（防災担当）
ガイドラインより

青山町内会が
マニュアルで定めた
警戒レベルに応じた対応
※（洪水編）を一部抜粋

災害への心構えを高めましょう。避難に備え、自らが取るべき避難
行動を確認しましょう。

避難に時間を要する（高齢者、障害
者、乳幼児など）とその支援者は避
難を開始しましょう。
その他の人は避難の
準備を整えましょう。

高齢者等避難誘導
避難場所：グループホームみかわ
支援が必要な家庭に町内会役員が
出向き、高齢者の避難誘導する訓
練を行った。

速やかに避難先へ避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思わ
れる場合は、近
くの安全な場所
や、自宅内のよ
り安全な場所に
避難しましょう。

既に災害が発生している状況で
す。命を守るための最善の行動を
取りましょう。

情報の収集
町内会役員を中心に、情報の収集に努める。

全　戸　避　難
避難場所：東郷小学校（訓練では青山公民館2階に避難）
町内会役員や隣組長を中心に、全戸避難を呼びかける。

天気予報の確認など洪水ハザードマップの確認などすぐ避難！なるべく高い所へ避難 協力して避難

₂

【特集】

　
近
年
、
大
規
模
な
災
害
が
全
国
的
に
発
生
す
る
中
、
今

年
６
月
に
は
、
山
形
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、

本
町
で
震
度
５
弱
を
観
測
し
ま
し
た
。
沿
岸
部
で
は
多
数

の
住
居
が
被
災
し
た
よ
う
に
、
災
害
は
決
し
て
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
に
備
え
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
守
る
た
め
、
私

た
ち
が
行
う
べ
き
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

住
民
主
体
の
防
災
力
強
化
の
重
要
性

　

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
、
被
災
地
域
が

広
範
囲
に
及
ぶ
災
害
で
は
、
行
政
主
体
の
防
災
対
策
に
限

界
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
皆
さ
ま
の
協
力
の
も
と
、
住
民
主
体
の

防
災
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

﹁
一
人
で
も
多
く
の

　
　
　
　
　
命
を
守
る
た
め
﹂の
具
体
策

　

住
民
主
体
の
防
災
対
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、

次
の
２
つ
で
す
。

地
域
の
災
害
リ
ス
ク
及
び
避
難
行
動
の
把
握

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
把

握
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
今
年
６
月
か
ら
運
用
が
始
ま
っ

た
「
警
戒
レ
ベ
ル
（
下
表
参
照
）」
に
つ
い
て
理
解
し
、

ど
ん
な
と
き
に
避
難
が
必
要
な
の
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
等
の
要
支
援
者
の
避
難
体
制
の
確
立

　

町
で
は
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を
作
成
し
て
、

支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
等
を
事
前
に
把
握
し
、
町
内

会
と
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
自
主
的
な
避
難
が
難
し
い

高
齢
者
等
に
つ
い
て
、
地
域
で
協
力
し
合
い
、
避
難
で
き

る
体
制
を
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

▲青山町内会防災訓練の様子

｢まさか｣は必ずやってくる!その時、自分の命や自分たちの地域を守れますか？

地域の絆を強め
住民主体の防災対策に取り組もう
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︻
青
山
町
内
会
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
あ
た
り
︼

三
川
町
危
機
管
理
専
門
員　
川
井　
　
縁ち
な
む　

　

高
齢
者
等
の
要
支
援
者
に
つ
い
て
、
支
援
が
必
要

な
家
庭
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
、
青
山
地
内
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
避
難
誘
導
す
る
手
順
を
定
め
ま
し

た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
体
が
不
自
由
な
方
の
避
難
誘

導
を
想
定
し
、
避
難
場
所
ま
で
自
宅
か
ら
車
で
避
難

さ
せ
る
手
順
を
確

認
し
ま
し
た
。
災

害
が
迫
っ
て
い
る

時
に
実
際
に
行
動

で
き
る
よ
う
、
定

期
的
に
訓
練
し
て

お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

グループホームへの避難誘導の様子

▲防災講話の様子（猪子町内会）

住
民
主
体
の
防
災
力
強
化
に
向
け
た

取
り
組
み︵
青
山
町
内
会
︶

　

青
山
町
内
会
で
は
今
年
、
町
と
協
力
し
な
が
ら
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、

「
警
戒
レ
ベ
ル
」
に
応
じ
た
災
害
時
の
対
応
を
定
め
て
い

ま
す
。
特
に
、
住
民
同
士
で
協
力
し
あ
い
、
高
齢
者
等
を

避
難
誘
導
さ
せ
る
手
順
を
定
め
る
こ
と
で
、
地
域
防
災
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
㈰
に
は
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
に
基
づ
い

て
、
実
際
の
動
き
方
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

地
域
防
災
力
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
の
支
援

　

現
在
、
町
で
は
各
町
内
会
の
自
主
防
災
組
織
が
行
う
防

災
訓
練
な
ど
に
、
危
機
管
理
専
門
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
訓
練
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
町
内
で
も
各
地
区

に
よ
っ
て
異
な
る
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
ど
の
よ
う
な

訓
練
を
行
う
べ
き
か
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
必
要
な
対
応
を
住
民
一
人
ひ
と
り
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
防
災
講
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
今
回
取
り
上
げ
た
青
山
町
内
会
の
よ
う
に
、

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
た
い
等
の
要
望
が
あ
っ
た
際

に
は
、
策
定
に
向
け
た
助
言
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
皆
さ

ま
と
協
力
し
て
防
災
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

役
場
総
務
課 

危
機
管
理
係

　

☎
35
―
７
０
１
０



財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

　

表
２
は
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
財
政
の

健
全
さ
を
判
断
す
る
５
つ
の
指
標
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
指
標
が
１
つ
で
も
基
準
を
超

え
た
場
合
は
、
早
期
健
全
化
団
体
（
自
主

的
に
財
政
再
建
に
取
り
組
む
団
体
）
ま
た

は
、
財
政
再
生
団
体
（
国
の
管
理
を
受
け

財
政
再
建
に
取
り
組
む
団
体
）
と
な
り
ま

す
が
、
本
町
は
す
べ
て
国
が
定
め
る
基
準

以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入歳入歳入
47億

9,453万7千円

地方交付税
1,446,581千円
（30.2%）

町　税
1,032,362千円
（21.5%）

県支出金
308,354千円（6.4%）

町　債
391,600千円
（8.2%）

国庫支出金
279,221千円（5.8%）

地方譲与税・交付金
230,229千円（4.8%）

たばこ税
75,239千円
（7.3%）

軽自動車税
28,027千円
（2.7%）

入湯税
17,281千円（1.7%）

繰入金
220,875千円（4.6%）

繰越金
183,714千円（3.8%）

分担金及び負担金
44,164千円（0.9%）

使用料及び手数料
20,999千円（0.5%）

町税の
内訳 固定資産税

495,561千円
（48.0%）町民税

416,254千円
（40.3%）

財産収入
寄 附 金
諸 収 入
636,438千円
（13.3%）

表1

区　　　　分 平成30年度決算額（千円）
歳 入 歳 出 歳入歳出差引

一 般 会 計 4,794,537 4,582,025 212,512

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 692,940 678,923 14,017
後 期 高 齢 者 医 療 84,158 81,674 2,484
介 護 保 険 834,740 821,876 12,864
農業集落排水事業 162,387 161,972 415
下 水 道 事 業 334,000 334,000 0

（　）内は構成比率

表2
三 川 町 前 年 比 早期健全化

基 準
財 政 再 生
基 準

実 質 公 債 費 比 率
（ ３ カ 年 平 均 ） 11．5% 0．2% 25．0% 35．0%

将 来 負 担 比 率 89．5% ▲20．9% 350．0% ―
実 質 赤 字 比 率 実質赤字なし ― 15．0% 20．0%

連結実質赤字比率 連結実質赤字
なし ― 20．0% 30．0%

資 金 不 足 比 率 資金不足なし ― 20．0% ―

決
算
報
告

決
算
報
告

平成30年度

　
平
成
30
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、
９
月
議
会
で
認
定

さ
れ
た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
㆕柒
億
９
，４
５
３
万
７

千
円
、
歳
出
決
算
額
は
㆕⓹
億
８
，２
０
２
万
５
千
円
で

歳
入
歳
出
差
引
額
は
２
億
１
，２
５
１
万
２
千
円
と
な

り
、
そ
の
う
ち
30
万
５
千
円
が
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た

事
業
に
充
て
る
財
源
と
な
る
た
め
、
実
質
的
な
収
支
額

は
２
億
１
，２
２
０
万
７
千
円
と
な
り
ま
す
。（
表
１
）

₄

㊟　 平成28年度と平成29年度決算に基づいて算定した将来負担比率について、お知らせし
ていた数値に誤りがありました。お詫び申し上げ、次のとおり訂正いたします。

　　平成28年度：（誤）119．1→（正）116．4　　平成29年度：（誤）117．2→（正）110．4



【財政調整基金】 5億9,538万2千円
【減 債 基 金】 6,234万9千円
【ふるさと基金】 5億80万円
【温泉施設基金】 1億1,020万円
【教育施設整備基金】 1億5,620万円
【国際交流基金】 1,390万円
【リーディングファーマーズ銀行基金】
 342万円

基金の状況（平成30年度末現在）

◆
一
般
会
計
の
概
要

　

歳
入
は
、
昨
年
度
に
比
べ
、
地
方
譲
与
税
や
地
方
交
付
税
な

ど
が
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
地
方
税
や
国
庫
支
出
金
、
県
支

出
金
な
ど
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
総
額
で
２
億
１
，

１
７
７
万
９
千
円
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
土
木
費
が
町
道
尾
花
天
神
堂
線
鶴
三
橋
補
修
工
事

等
の
影
響
に
よ
り
、
１
億
３
，
５
５
３
万
２
千
円
増
加
し
た
ほ

か
、
民
生
費
に
お
い
て
、
子
育
て
交
流
施
設
用
地
造
成
工
事
等

に
よ
り
、
３
，
２
５
６
万
６
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
町
の
借
金
に
あ
た
る
地
方
債
の
繰
上
償
還
や
町

の
貯
蓄
に
あ
た
る
基
金
の
造
成
に
よ
り
、
歳
出
全
体
で
は
、
前

年
度
比
１
億
８
，
２
９
８
万
２
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
財
政
構
造
を
示
す
指
標
と
な
る
経
常
収
支
比
率

は
、
昨
年
度
よ
り
１
・３
％
上
が
り
、
86
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
、
子
育
て
交
流
施
設
の
本
体
工
事
に
着
手
す

る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
は
公
債
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
行
政
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
事
業
の

選
択
と
集
中
を
進
め
な
が
ら
、
引
き
続
き
町
財
政
の
健
全
化
に

努
め
ま
す
。

○
問
合
せ
先　
役
場
総
務
課 

財
政
係　

☎
35
―
７
０
１
１

 

用
語
説
明

◇
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
地
方
債
の
元

利
償
還
金
や
準
元
利
償
還
金
（
他
会
計
へ

の
繰
り
出
し
や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担

金
等
）
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

◇
将
来
負
担
比
率

　

将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
（
他

会
計
や
第
三
セ
ク
タ
ー
等
を
含
む
）
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

◇
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字

額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
（
黒

字
の
場
合
は
比
率
な
し
）

◇
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額

（
資
金
不
足
額
）
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
（
黒
字
の
場
合
は
比
率
な
し
）

◇
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
に
お
け
る
資
金
不
足
額
の
事

業
の
規
模
に
対
す
る
比
率
（
黒
字
の
場
合

は
比
率
な
し
）

◇
標
準
財
政
規
模

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源
の
規
模
を

示
す
も
の
で
、
標
準
税
率
で
算
定
し
た
税

収
入
額
と
地
方
譲
与
税
等
の
税
外
収
入
に

普
通
交
付
税
を
加
え
た
額
で
算
定

◇
経
常
収
支
比
率

　

人
件
費
や
扶
助
費
等
の
経
常
的
経
費
と
、

町
税
等
の
経
常
的
収
入
の
割
合
（
割
合
が

低
い
ほ
ど
状
況
の
変
化
に
対
応
で
き
る
）

歳出歳出歳出
45億

8,202万5千円

土木費
571,554千円
（12.5%）

農林水産業費
377,982千円（8.2%）

衛生費
146,857千円（3.2%）

民生費
1,095,983千円
（23.9%）

公債費
517,502千円
（11.3%）

教育費
450,763千円
（9.9%）

総務費
736,416千円
（16.1%）

消防費
221,228千円（4.8%）

商工費
390,523千円
（8.5%）

議会費
69,019千円（1.5%）

労働費
4,198千円（0.1%）

町民一人当たりの決算額
（平成3㆒年3月3㆒日現在人口 柒，38㆕人）

商工費

52,888円

民生費

148,427円

労働費

569円

農林水産業費

51,189円

総務費

99,731円
消防費

29,960円

土木費

77,404円
衛生費

19,889円

公債費

70,084円
議会費

9,347円

教育費

61,046円

₅ 2019.10.15



（平成30年度の保険給付状況）
一般被保険者分 退職被保険者分

件　数 保険給付額 件　数 保険給付額
療 養 の 給 付 費 等 計 26,350件 365,547,598円 424件 6,749,648円
療 養 費 等 528件 2,525,595円 0件 0円
高 額 療 養 費 832件 44,299,252円 21件 1,559,356円
高額介護合算療養費 0件 0円 0件 0円

合　　　　計 27,710件
（1,548人）

412,372,445円
（266,390円/人）

445件
（21人）

8,309,004円
（395,667円/人）

（平成30年度の保険給付状況）

件　数 保険給付額

入 　 　 　 院 1,152件 525,721,225円

入 　 院 　 外 20,975件 285,369,691円

歯 　 　 　 科 2,184件 25,967,488円

調 　 　 　 剤 12,403件 149,807,423円

食 事 ・ 生 活 　（1,063件） 18,295,932円

訪 問 看 護 18件 2,309,058円

療養の給付費等計 36,732件 1,007,470,817円

療 養 費 等 279件 2,612,589円

高 額 療 養 費 1,886件 35,452,418円

高額介護合算療養費 88件 1,417,711円

合　　　　計 38,985件
(1,322人)

1,046,953,535円
(791,947円/人)

※食事・生活の保険給付件数の( )は入院等の内数です。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
に
、
安
心
し
て
医
療
機
関
を
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保

税
）
を
納
入
し
、
加
入
者
全
員
で
助
け
合
う
制
度

で
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
、
県
と
市
町
村
が
協
力

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

加
入
者
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
、
医

療
機
関
等
の
窓
口
で
年
齢
や
所
得
に
応
じ
て
医
療

費
の
２
～
３
割
を
負
担
し
ま
す
。
残
り
の
医
療
費

は
、
県
が
管
理
す
る
特
別
会
計
か
ら
支
払
わ
れ
ま

す
。
特
別
会
計
は
、
国
の
負
担
金
や
補
助
金
の
ほ

か
、
医
療
費
水
準
や
被
保
険
者
の
所
得
総
額
を
基

に
算
出
さ
れ
る
市
町
村
の
納
付
金
を
財
源
に
し

て
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
表
は
、
三
川
町
に
お
け
る
平
成
30
年
度
の
保

険
給
付
額
（
国
保
が
負
担
し
た
分
）
の
状
況
で

す
。
平
均
被
保
険
者
数
は
、
一
般
被
保
険
者
で
前

年
度
よ
り
56
人
減
の
１
，
５
４
８
人
、
退
職
被
保

険
者
で
31
人
減
の
21
人
で
し
た
。

　

保
険
給
付
額
は
、
一
般
分
が
対
前
年
度
比
１
，

１
６
９
万
円
の
減
、
退
職
分
が
７
５
５
万
円
の
減

と
な
り
、
一
人
当
た
り
保
険
給
付
額
は
、
一
般
分

は
２
６
６
，
３
９
０
円
、
退
職
分
が
３
９
５
，
６

６
７
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課 

国
保
係

　

☎
35
―
７
０
２
８

国
民
健
康
保
険
の
給
付
状
況

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
給
付
状
況

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
県
内
全
市

町
村
が
加
入
す
る
山
形
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
運
営
し
て
お
り
、
町
で
は

保
険
証
の
交
付
や
高
額
療
養
費
等
の
申
請

受
付
、
保
険
料
の
納
入
通
知
や
徴
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

左
表
は
、
三
川
町
に
お
け
る
平
成
30
年

度
の
保
険
給
付
額
（
後
期
高
齢
者
医
療
で

負
担
し
た
分
）
の
状
況
で
す
。
平
均
被
保

険
者
数
は
前
年
度
よ
り
16
人
減
の
１
，
３

２
２
人
で
し
た
。
保
険
給
付
額
は
前
年
度

よ
り
１
，
６
６
４
万
円
の
減
と
な
り
、
一

人
当
た
り
保
険
給
付
額
は
、
７
９
１
，
９

４
７
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課 

国
保
係

　

☎
35
―
７
０
２
８

6



7 2019.10.15

平成28年度 平成29年度 平成30年度
下 水 道
使 用 人 口 6,983人 6,916人 6,902人
下 水 道
使 用 水 量 790,259㎥ 802,168㎥ 778,883㎥
使 用 料
手 数 料 129,318千円 131,579千円 128,827千円
町 一 般 会 計
繰 入 金 額 209,579千円 209,614千円 216,129千円

過去3年間の下水道使用人口などの推移

　

町
の
下
水
道
事
業
は
、
町
の
一
般
会
計
か
ら
独

立
し
た
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
下
水
道

事
業
特
別
会
計
の
２
つ
の
会
計
に
よ
り
事
業
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
下
水
道
事
業
の
う
ち
、
平
成
30
年
度
の
管
理

運
営
費
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
の
管
理
運
営
費
は
、
下
水
処
理
場

の
運
転
や
下
水
管
の
清
掃
な
ど
の
維
持
管
理
に
要

す
る
経
費
と
、
建
設
時
に
借
入
し
た
起
債
（
借

金
）
の
元
利
償
還
に
要
す
る
経
費
が
含
ま
れ
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
の
管
理
運
営
費
の
総
額
は
４
億

５
，
１
５
９
万
８
千
円
で
、
歳
入
に
つ
い
て
は
使

用
料
手
数
料
や
資
本
費
平
準
化
債
（
※
）、
国
委

託
金
・
共
済
金
・
延
滞
金
等
が
財
源
と
な
り
ま
す

が
、
歳
入
の
不
足
分
と
し
て
町
一
般
会
計
か
ら
２ 

億
１
，
６
１
２
万
９
千
円
の
繰
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
を
整
備
し

た
時
に
財
源
と
し
て
借
入
れ
し
た
起
債
の
返
済
金

で
あ
る
公
債
費
が
全
体
の
74
・
９
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
維
持
管
理
費
は
下
水
道
施
設
の
運

転
管
理
費
用
と
下
水
道
経
営
に
係
る
経
費
で
、
決

算
は
前
年
度
よ
り
２
０
４
万
８
千
円
多
い
１
億

１
，
３
６
０
万
８
千
円
（
25
・
１
％
）
と
な
り
ま

し
た
。
増
額
の
理
由
と
し
て
は
、
修
繕
料
の
増
額

が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
経
営
状
況

　

下
水
道
事
業
は
、
歳
入
の
約
半
分
が
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
で
補
わ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
本

来
、
下
水
道
使
用
料
金
を
基
に
運
営
を
行
う
こ
と

が
原
則
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
経
費
削
減

等
に
取
り
組
み
な
が
ら
下
水
道
経
営
の
健
全
化
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
施
設
は
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
万
が
一
の
災
害
な
ど

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
耐
震
化
等
を
進
め
る
と
と

も
に
、
効
果
的
に
施
設
を
長
持
ち
さ
せ
る
長
寿
命

化
等
の
た
め
、
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
の
経
営
に
対
し
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
※
）
資
本
費
平
準
化
債
と
は
、
下
水
道
債
支
払

元
金
を
耐
用
年
数
内
で
平
均
化
し
、
低
利
で
借
入

れ
す
る
借
換
債
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
下
水
道
区
域
内
で
下
水
道
を
ま
だ
利
用
し

て
い
な
い
世
帯
や
事
業
所
は
、
早
期
に
下
水

道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

役
場
建
設
環
境
課 

環
境
整
備
係

　

☎
35
―
７
０
３
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【維持管理費内訳】

【歳出】 【歳入】

国委託金、共済金、
延滞金等
442千円 （0.1%）

使用料手数料
128,827千円

 （28.5%）
一般会計繰入金
216,129千円
（47.9%）

資本費平準化債
106,200千円

 （23.5%）

公債費（下水道事業債）
支払元金

274,053千円 
（60.7%）公債費（下水道事業債）

支払利息
63,937千円 
（14.2%）

維持管理費
113,608千円
（25.1%）

【平成30年度 管理運営費】４億5,159万8千円

消費税等
10,513千円 （9.2%）

事務費
1,549千円 （1.4%）

電気・電話・水道料等
14,187千円 （12.5%）

料金収納事務委託費
5,581千円（4.9%）
汚泥処理・管路清掃等
5,183千円 （4.5%）
施設管理修繕料等
4,189千円 （3.7%）

施設管理業務委託料
7,382千円 （6.5%）
人件費等
5,631千円 （5.0%）

最上川下流流域下水道
維持管理経費負担金

59,393千円 
（52.3％）



横山小学校
より

₈

稲
作
体
験
か
ら
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
へ

　

横
山
小
学
校
で
は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
、
稲
作
体
験
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
田
植
え
や
稲
刈
り
を
児
童
全
員
が
体
験
し
、
収
穫
し

た
お
米
を
食
す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
三
川
の
良
さ
や
生
産

す
る
喜
び
を
感
じ
、
豊
か
な
心
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

☆
５
月
₁₆
日　

全
校
児
童
で
田
植
え

　

稲
作
体
験
は
、
学
校
の
近
く
に
あ
る「
横
山
小
学
校
ふ
れ
あ
い
田
」で
、
地
域
の
方
々

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

田
植
え
当
日
の
朝
、
事
前
準
備
と
し
て
大
川
一
利
さ
ん（
横
山
中
）か
ら
、
苗
を
植
え

る
位
置
の
目
印
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。
型
を
転
が
し
て
い
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
田
ん

ぼ
に
印
が
つ
き
ま
し
た
。

　

田
植
え
は
、
全
校
児
童
と
30
人
以
上
の
保
護
者
と
地
域
の
方
々
が
協
力
し
て
行
い
ま

し
た
。
田
澤
満
夫
さ
ん（
横
山
中
）に
植
え
方
を
指
導
し
て
も
ら
い
、
児
童
た
ち
は
苗
を

植
え
て
い
き
ま
す
。
手
元
の
苗
が
無
く
な
る
と
、
株
分
け
さ
れ
た
苗
が
空
中
を
飛
び
交

い
、
児
童
の
手
元
に
渡
り
ま
す
。
苗
を
つ
か
み
損
ね
た
児
童
の
周
り
に
泥
が
飛
び
散
り
、

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。

町長コラム
「誠・心・誠・意」

「
庄
内
に
ま
た
来
よ
う
」

そ
う
思
っ
て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
へ

じ
ろ
で
庄
内
２
０
１
９

　

９
月
８
日
㈰
、
い
ろ
り
火
の
里
を
主
会

場
に
、
庄
内
地
方
を
自
転
車
で
巡
る
イ
ベ

ン
ト
「
じ
ろ
で
庄
内
２
０
１
９
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
元
企
業
や
自
治

体
な
ど
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
今
年

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
転
車
競
技
と
し
て
で
は
な
く
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
形
式
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
参

加
者
に
庄
内
の
豊
か
な
自
然
の
魅
力
を
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
庄
内
平
野
の
田
園

風
景
や
、
雄
大
な
日
本
海
の
風
景
を
楽
し

め
る
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ー
ス
の
各
所
に
設
け
ら
れ
た

食
べ
物
や
水
分
を
補
給
す
る
「
エ
イ
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
庄
内
の
食

文
化
を
発
信
す
る
た
め
、
果
物
、

芋
煮
、
つ
や
姫
お
に
ぎ
り
な
ど
、

地
元
の
特
産
品
が
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　

本
町
で
は
、
会
場
の
提
供
を
は

じ
め
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の

返
礼
品
に
イ
ベ
ン
ト
参
加
権
と
田

田
の
宿
宿
泊
券
を
用
意
し
た
り
、

参
加
者
に
対
し
、
な
の
花
温
泉
田

田
の
入
浴
料
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

た
り
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
県
内
外
か
ら
５
０
０
人
以
上
の

自
転
車
愛
好
家
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
そ

の
う
ち
約
４
割
は
県
外
か
ら
の
参
加
者
で

し
た
。

　

そ
の
多
く
の
方
々
か
ら
、「
黄
金
色
に

輝
く
田
ん
ぼ
の
風
景
が
美
し
い
」、「
エ
イ

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
提
供
さ
れ
た
食
べ
物

が
ど
れ
も
お
い
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

じ
ろ
で
庄
内
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、

「
庄
内
に
ま
た
来
よ
う
」
と
多
く
の
方
々

に
思
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
あ
れ
ば
、
開

催
し
た
意
義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
以
降
も
引
き
続
き
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
よ
り
多
く
の

方
々
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
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☆
９
月
₂₀
日　

黄
金
色
に
光
っ
た
稲
を
み
ん
な
で
刈
る

　

秋
が
深
ま
る
中
、
ふ
れ
あ
い
田
の
稲
穂
は
、
こ
う
べ
を
垂
れ
て
子
ど
も
た
ち
を
歓
迎

し
て
い
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の
所
有
者
で
あ
る
飯
野
善
一さ
ん（
横
山
上
）に
指
導
し
て
も
ら

い
、
児
童
た
ち
は
稲
を
刈
り
ま
す
。
上
学
年
の
児
童
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
ど
ん
ど
ん
刈

り
進
め
る
中
、
初
め
て
の
稲
刈
り
と
な
っ
た
１
年
生
は
保
護
者
と
安
全
に
気
を
つ
け
て
刈

り
ま
し
た
。
刈
り
終
わ
っ
た
稲
は
、
ひ
も
で
結
ん
で
束
ね
ま
す
。
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
根
気
強
く
束
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

束
に
し
た
稲
は
、「
杭
が
け
」し
て
い
き
ま
す
。「
稲
を
天
日
干
し
に
す
る
こ
と
で
米
の

う
ま
味
が
増
す
」と
い
う
話
を
聞
い
た
児
童
た
ち
は
、
張
り
切
っ
て
作
業
し
ま
し
た
。
反

時
計
回
り
に
稲
を
か
け
て
い
く
こ
と
や
、
崩
れ
な
い
よ
う
に
途
中
で
稲
を
杭
に
縛
る
な

ど
の
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
作
業
終
了
後
に
田
ん
ぼ
を
見
渡
す
と
、
昔
は
あ

ち
こ
ち
で
み
ら
れ
た
美
し
い
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

☆
活
動
の
最
後
は
収
穫
感
謝
の
つ
ど
い

　

収
穫
し
た
お
米
は
、
10
月
19
日
に
開
催
す
る
収
穫
感
謝
の
つ
ど
い
で
餅
を
作
っ
て
振
る

舞
い
ま
す
。
今
年
は
昨
年
よ
り
50
人
多
い
、
４
３
９
人
が
参
加
予
定
で
す
。
ほ
っ
ぺ
た
が

落
ち
る
よ
う
な
、
お
い
し
い

お
餅
が
つ
き
上
が
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
き
っ
と
た
く
さ

ん
の
笑
顔
が
体
育
館
い
っ
ぱ

い
に
輝
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
収
穫
感
謝
の
つ
ど
い
の
写

真
は
昨
年
度
の
様
子
】

 

俳
　
壇

揺
れ
て
こ
そ
乱
れ
て
こ
そ
薄す
す
きか
な 

菅
原
た
け
お

独
り
居
の
八
畳
広
し
秋
の
月 

春
山　

夏
海

老
い
猫
に
語
り
か
け
た
や
彼
岸
入
り 

飯
野　

藤
子

大
根
の
お
で
ん
ふ
つ
ふ
つ
夜
の
風 

工
藤
ひ
ろ
し

声
か
け
て
湧
き
た
つ
雲
に
そ
ば
の
花 

斎
藤　
　

優

長
月
や
減
塩
目
指
し
料
理
か
な 

佐
藤　

誠
爾

目
覚
む
る
や
今
日
は
如
何
か
秋
の
空 

丸
岡
利
喜
雄

高
い
空
グ
リ
ー
ン
に
躍
る
白
い
球 

荘
司　

博
子

 

歌
　
壇

戦
没
者
追
悼
の
日
に
雨
は
ふ
る
御
霊
に
さ
さ
げ
ん
手
向
け
の
水
か 

齋
藤　

久
繁

秋
迎
へ
色
取
り
取
り
の
実
り
あ
り
お
な
か
を
満
た
し
心
も
豊
か
に 

前
田
キ
ヌ
エ

白
菜
を
間
引
き
し
か
た
へ
の
虫
の
音
に
秋
の
深
ま
り
し
み
じ
み
思
ふ 

五
十
嵐
松
男

一
年
草
夏
か
ら
秋
へ
花
開
き
来
春
ま
で
に
力
た
く
わ
へ
る 

土
田　
　

秀

稲
穂
ゆ
れ
風
爽
や
か
に
吹
く
あ
し
た
稲
刈
り
ま
ぢ
か
準
備
い
そ
が
し 

齋
藤
与
次
雄

い
つ
ま
で
も
高
温
つ
づ
く
夏
は
す
ぎ
秋
海
棠
に
細
き
雨
ふ
る 

佐
藤　
　

頴

温
海
川
の
岸
辺
に
す
だ
く
虫
の
音
に
湯
の
街
も
は
や
秋
の
気
配
す 

佐
藤　

博
政

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー
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●﹁
健
さ
ん
﹂と
は
？

　
「
健
さ
ん
」
は
、
約
50
秒
乗
る
だ
け
で
筋
肉
量

や
脂
肪
量
が
体
の
パ
ー
ツ
ご
と
に
分
か
る
体
成
分

分
析
装
置
で
す
。

　

町
で
は
、「
健
さ
ん
」
と
愛
称
を

つ
け
て
呼
ん
で
い
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

測
定
後
に
は
、
保
健
師
や
栄
養
士
が
一
人
ひ
と

り
に
結
果
説
明
や
健
康
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
師
や
栄
養
士
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
自
身

の
生
活
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
づ
く
り

の
励
み
に
な
る
と
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
好
評
で
す
。

健
さ
ん
で
測
定
し
よ
う
！

　
﹁
内
臓
脂
肪
指
数
﹂

　

健
さ
ん
で
は
、
内
臓
脂
肪
指
数
を
簡
単

に
測
定
で
き
ま
す
。

　

数
値
が
気
に
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
測
定
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
内
臓
脂
肪
が
増
え
る
と･･･

　

内
臓
脂
肪
の
過
剰
な
蓄
積
は
、
糖
尿
病

や
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
の
リ
ス
ク
を

高
め
ま
す
。

　

ま
た
、
内
臓
脂
肪
の
過
剰
な
蓄
積
に
加

え
て
高
血
糖
や
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
を

重
複
し
て
い
る
状
態
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い
い
、
放
っ
て
お
く

と
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
、
命
に
関
わ
る

疾
患
の
発
症
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

●
こ
ん
な
人
は
要
注
意
！

　

腹
囲
が
次
の
表
に
当
て
は
ま
る
方
は
要

注
意
で
す
。

　

健
さ
ん
で
内
臓
脂
肪
指
数
を
測
定
し
、

保
健
師
、
栄
養
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

○
問
合
せ
先　
役
場
健
康
福
祉
課 

健
康
係

☎
35
―
７
０
３
３

参加者には

マイチャレ
ポイント

10ポイント
プレゼント

！

●
今
後
の
か
ら
だ
つ
う
し
ん
ぼ
週
間

　

㆒㆓
月
２
日
㈪
～
６
日
㈮

※
３
日
㈫
は
お
休
み
で
す
。

　

２
月
３
日
㈪
～
７
日
㈮

※
４
日
㈫
は
お
休
み
で
す
。

拡大版!
【健さんに乗ると分かること】

｢

健
さ
ん
の
か
ら
だ
つ
う
し
ん
ぼ
週
間｣

　
　
　
　
　
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す

【腹囲】
男性 8⓹㎝以上
女性 90㎝以上

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

偶
数
月
の
月
～
金
曜
日
が
連
続
す
る
月
初
め
の
１
週
間
、
役
場
１
階
特
設
コ
ー
ナ
ー
で
体
組
成
測
定
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
通
常
は
「
健
さ
ん
」
に
よ
る
体
組
成
測
定
の
み
で
す
が
、
８
月
に
は
「
血
管
年
齢

測
定
」「
骨
密
度
測
定
」
も
併
せ
て
実
施
し
、
約
１
０
０
人
の
方
々
が
測
定
し
ま
し
た
。

●両腕、両脚、体幹ごと、および
　全身の筋肉量と体脂肪量

●身体年齢

●骨量

●体水分

●内臓脂肪指数 ●基礎代謝量

●体脂肪率

●BMI

●体重

︻
参
加
者
の
声
︼

　

・ 

定
期
的
に
測
定
し
、
自
分
の
体
に
つ
い

て
意
識
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

　

・ 

測
定
後
に
、
体
の
状
態
や
改
善
点
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
長
く

続
け
て
い
き
た
い
。
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　9月18日㈬と9月19日㈭の2日間、東京女子大
学の学生による方言調査が行われました。これ
は、以前、広報みかわに「方言よもやま話し」の
寄稿などで本町と親交のある東京女子大学教授の
篠崎晃一先生が学生とともに訪れ、本町の方言の

現状を調査しているものです。
　　関東圏出身の学生が多い中、三

川の方言に親しみを感じてもらい、
町を知ってもらう良い機会になっ
ています。

　9月20日㈮、一人暮らし高齢者会食交流会が
行われました。この交流会では、会食やレクリ
エーション、学びを通じて健康づくりや交流を
図っています。
　今回は、川井危機管理専門員の防災講話でハ
ザードマップに触れながら水害への備えを学ん
だ後、女性民生委員の皆さんが手作りした昼食
を食べて、参加者同士の交流を深めました。

　9月24日㈫、「いきいき百歳体操」に取り組む
団体や町民を対象に介護予防研修会が行われ、
107人が参加しました。
　「いきいき百歳体操」は、町が平成 29 年度か
ら介護予防を目的に普及に努めてきた体操で、
現在町内14カ所で実施されています。
　研修では、運動実践指導者の本間浩子さんか
ら、効果的に体操をするためのポイントを学ん
だほか、花の飾りをつけて行う「フラワーエク
ササイズ」で普段とは違う体操を体験しました。

集まれ 広がれ

いきいき百歳体操の輪

介護予防研修会

9/20
(金)

　青山地内のみかわ産業団地に、JA全農山形の
ライスステーションが完成し、9月20日㈮に竣
工式が行われました。建物内には、米の低温保
管庫 10 室を備え、合計 25,137t（約 42 万俵）の
収容力は国内最大規模を誇ります。
　竣工式後には、令和元年産の新米出荷式が行
われました。鶴岡東高校チアダンス部の
パフォーマンスで会場に華を添え、
生徒から花束の贈呈を受けたドラ
イバーが早速トラックに乗り込
み、出荷先へ出発しました。

みかわ産業団地に国内最大級の米倉庫

JA全農山形 庄内南部
ライスステーション竣工

9/24
(火)

9/20
(金)

現状を調査しているものです。
　　関東圏出身の学生が多い中、三

川の方言に親しみを感じてもらい、
町を知ってもらう良い機会になっ

介護予防研修会

われました。鶴岡東高校チアダンス部の
パフォーマンスで会場に華を添え、
生徒から花束の贈呈を受けたドラ

9/18
(水)

写真館
ま
写真館写真館
ち
写真館写真館写真館
かど

まちかど写真館

こんな言葉使う？使わない？

東京女子大学による
方言調査

防災講話で災害に備える

一人暮らし
高齢者会食交流会
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⇐ 伊藤さんのブログはこちらから。
広報では紹介しきれない情報も
盛りだくさん！

三川町地域おこし協力隊の
直近の活動について紹介します

　
三
川
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
伊い
と
う藤　
秀ひ
で
か
ず和

︻
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る
人
︼

　

９
月
１
日
㈰
、
第
６
回
学
び
Ｂ
Ａ
Ｒ
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

学
び
Ｂ
Ａ
Ｒ
で
は
、
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を

招
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
三
川
町
、

庄
内
地
域
の
方
々
の
交
流
を
深
め
よ
う
と

講
話
や
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
庄
内
に
来
て
か
ら
、
庄
内
は
さ
ま

ざ
ま
な
作
家
の
ゆ
か
り
の
地
域
で
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
芥

川
賞
作
家
の
羽
田
圭
介
さ
ん
を
三
川
町
文

化
交
流
館
（
ア
ト
ク
先
生
の
館
）
に
招
い

て
、
講
話
と
交
流
会
を
行
い
、
約
１
２
０

人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

羽
田
さ
ん
は
、
私
の
大
学
時
代
の
同
期

で
あ
り
、
ま
た
、
羽
田
さ
ん
の
お
父
さ
ん

が
鶴
岡
市
大
山
の
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

庄
内
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
と
し
て
、
学

び
Ｂ
Ａ
Ｒ
の
ゲ
ス
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考

え
ま
し
た
。

　

講
話
で
は
、
な
ぜ
作
家
を
目
指
し
た
の

か
、
ど
う
や
っ
て
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
の

か
な
ど
、
そ
の
成
功
の
裏
側
に
あ
る
努
力

や
秘
訣
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

講
話
後
に
は
、
サ
イ
ン
会
と
写
真
撮
影

会
を
し
た
り
、
来
場
者
か
ら
質
問
を
受
け

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

り
と
、
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
片
手
に
、
イ

ベ
ン
ト
の
た
め
に
用
意
し
た
こ
だ
わ
り
の

お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、
ご
協
賛
企
業
様
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
様
、
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※ 

ブ
ロ
グ
に
写
真
付
き
で
イ
ベ
ン
ト
レ

ポ
ー
ト
を
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
潟
・
庄
内
エ
リ
ア 

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
︵
Ｄ
Ｃ
︶
実
施
中
！

●
Ｄ
Ｃ
と
は
？

　

Ｄ
Ｃ
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
自
治
体
が

中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　

新
潟
県
と
庄
内
エ
リ
ア
で
は
「
日
本
海

美ガ
㋜
㋣
㋺
㋨
㋯
ー

食
旅
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
12

月
31
日
㈫
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。「
お
い
し

い
食
の
都
庄
内
」
の
美
食
・
美
酒
を
広
く

発
信
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
地
域
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　

エ
リ
ア
各
地
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等

に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
・
庄
内
エ
リ
ア
Ｄ

Ｃ
推
進
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
観

光
協
会
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
Ｄ
Ｃ
公
式

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
新
潟
県
・
庄
内
エ
リ
ア
Ｄ
Ｃ
特
設
サ
イ
ト

 https://niigata-kankou.or.jp/2019dc/

●
三
川
町
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

み
ん
な
で
秋
の
感
謝
祭

﹁
庄
内
カ
レ
ー
食
べ
く
ら
べ

　
　
　
　
　
雪
若
丸
ふ
た
た
び
参
上
！
﹂

　

町
で
は
、
Ｄ
Ｃ
特
別
企
画
と
し
て
、
昨

年
大
好
評
だ
っ
た
カ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。
庄
内
一
円
か
ら
カ

レ
ー
自
慢
の
お
店
が
集
結
し
、
約
20
種
類

の
カ
レ
ー
を
提
供
し
ま
す
。
雪
若
丸
の
ご

飯
と
と
も
に
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

○�

日　

時　

11
月
17
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
ご
飯
が
な
く
な
り
次
第
終

了
）

○�

会　

場　
い
ろ
り
火
の
里　

な
の
花
ホ
ー
ル

○�

内　

容　

雪
若
丸
の
ご
飯
と
と
も
に
３

種
類
の
カ
レ
ー
を
食
べ
比
べ　

ほ
か

○
問
合
せ
先　

三
川
町
観
光
協
会

☎
66
―
４
6
５
６昨年のみんなで秋の感謝祭の様子

※ 

ご
協
賛
企
業　

㈱
ま
い
す
た
ぁ
、

㈱
竹
原
田
フ
ァ
ー
ム
、
㈲
大
井
餅

や
、
㈲
庄
内
協
同
農
産
、
Ｔ
Ｍ
Ｋ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
㈱
（
敬
称
略
・

順
不
同
）
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■
鶴
岡
市

藤
島
歴
史
公
園
「
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花
」

藤
島
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
９

○�

期　

間　
11
月
３
日
㈰
～
令
和
２
年
１
月
13
日
㈪

○
時　

間　
午
後
４
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

○�

会　

場　
藤
島
歴
史
公
園
「
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花
」（
鶴
岡
市
藤
島
）

○�

内　

容　

庄
内
一
の
規
模
を
誇
る
15
万

球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

○�

問
合
せ
先　
鶴
岡
市
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課

☎
64
―
５
８
１
３

■
酒
田
市

酒
田
市
農
林
水
産
ま
つ
り
２
０
１
９
「
酒
田
ん
め

ち
ゃ
市
」
／
さ
か
た
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
９

○
日　

時　

10
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

○�

会　

場　

酒
田
市
国
体
記
念
体
育
館
周

辺
特
設
会
場
（
酒
田
市
飯
森
山
）

○�

内　

容　
と
れ
た
て
の
野
菜
・
サ
ザ
エ
の
つ

ぼ
焼
き
・
き
の
こ
な
ど
の
直
売
、
餅
の
ふ
る
ま
い
、

米
す
く
い
ピ
ッ
タ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
き
の
こ
・

苗
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

○�

問
合
せ
先　
酒
田
市
農
林
水
産
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局	

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
７
９
２

　
さ
か
た
産
業
フ
ェ
ア
運
営
協
議
会
事
務
局

　

	

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
３
６
１

■
庄
内
町

幻
の
米 

亀
ノ
尾
染
物
体
験
＆
新
米
御
膳
ツ
ア
ー

○�

日　

時　

11
月
９
日
㈯　

午
前
11
時
～

午
後
３
時

○
会　

場　

道
の
駅
し
ょ
う
な
い
（
庄
内
町
狩
川
）

○�

内　

容　

亀
ノ
尾
二
番
穂
で
シ
ル
ク
ス

ト
ー
ル
染
物
体
験
と
亀
ノ
尾
新
米
御
膳

○
定　

員　

20
人

○
参
加
費　

３
，
５
０
０
円

○
申
込
み
締
切
り　

11
月
１
日
㈮
ま
で

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　
庄
内
町
観
光
協
会

☎
０
２
３
４
―
42
―
２
９
２
２

■
遊
佐
町

鮭
の
つ
か
み
ど
り
大
会

○�

日　

時　

10
月
27
日
㈰　

午
前
10
時
30

分
～
午
後
１
時
30
分

○�

会　

場　
月
光
川
河
川
公
園
内
水
路（
遊
佐
中
学
校
裏
）

○�

内　

容　
鮭
の
つ
か
み
ど
り
体
験
、
お
た
の
し
み
抽

選
会
、
鮭
と
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
（
小
学
生
未
満
）
な
ど

○
チ
ケ
ッ
ト　

前
売
券　

１
，
５
３
０
円

　
　
　
　
　
　

当
日
券　

１
，
８
５
０
円

○
問
合
せ
先　

遊
佐
鳥
海
観
光
協
会　
　

☎
０
２
３
４
―
72
―
５
６
６
６

～カセット式ガスボンベやスプレー缶等の出し方～
場　所 ごみステーション 資源ポスト

出し方

缶に穴を開けず
にガスが残らない
よう出し切ってか
ら、青の指定ごみ
袋に入れて出す

缶に穴を開けず
にガスが残らない
よう出し切ってか
ら、透明な袋に入
れて出す

町内でごみ収集車の火災発生!
　9月26日㈭の午前10時15分ごろ、対馬地内で町のご
み収集車の車両火災が発生しました。
　可燃性のガスが火災の原因と見られています。使用
済カセット式ガスボンベやスプレー缶、使い捨てライ
ター等を出す際は、必ずガスを抜いて中にガスが残ら
ないようにしてください。なお、残ったガスを抜く作
業は、必ず風通しの良い場所で行いましょう。
缶には穴を開けないで!
　缶への穴開け作業は、火災やガスを吸い込む危険を
伴いますので、絶対に行わないでください。

【ごみ収集量実績】
9月収集量

R元年度（H30年度） 対前年度増加率
も  や  す  ご  み 124.80t（120.67t） 3.42％
プラスチック製容器包装類・ペットボトル 	 3.62t	 （3.47t） 4.32％
び ん ・ 缶 	 4.30t	 （4.14t） 3.86％
金 属・ ガ ラ ス・ そ の 他 	 1.99t	 （2.55t） ▲21.96％
廃 蛍 光 管・ 廃 乾 電 池 	 0.00t	 （0.00t） －％
合 　 　 　 計 134.71t（130.83t） 2.97％
○問合せ先　役場建設環境課 環境整備係　☎35－7036

【今月のテーマ】
～使用済みスプレー缶等のガスは
残らないよう出し切りましょう～

みかわ環境つうしん
Mikawa Environment Newsletter

【写真左】ごみ収集車の火災状況
（電気系統が焼損し、後部扉が開かなくなった）
【写真右】火災の原因と思われるもの
（破裂し底が抜けた殺虫剤の缶（右側）※収集場所は不明）
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※ 

年
度
途
中
に
入
所
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
も
、
今
回
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○�

申
込
み
・
問
合
せ
先　

み
か
わ
学
童
保

育
所
（
三
川
町
児
童
交
流
セ
ン
タ
ー

内
） 

☎
66
―
５
２
３
０

三
川
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会 

研
修
会

　

三
川
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
は
、「
知

的
な
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
幸
せ
」
を
高

め
る
た
め
、
研
修
会
、
定
例
会
、
茶
話
会

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

研
修
会
と
し
て
障
害
者
福
祉
施
設
を
視
察

し
ま
す
。
会
員
で
な
い
方
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

○�

日　

時　

11
月
14
日
㈭　

午
前
10
時
30

分
～
正
午

○�

会　

場　

障
害
者
福
祉
施
設
か
る
む
の

里 

鶴
峰
園
・
慈
丘
園
（
鶴
岡
市
栃
屋
）

※
会
場
ま
で
送
迎
あ
り

○
内　

容　

施
設
見
学

○
申
込
み
締
切
り　

11
月
７
日
㈭
ま
で

○�

申
込
み
・
問
合
せ
先　

三
川
町
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
事
務
局
（
三
川
町
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
） 

☎
66
―
４
４
１
０

み
か
わ
学
童
保
育
所

令
和
２
年
度
入
所
児
童
募
集

○�

対
象
児
童　

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在

で
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
留
守
家
庭
児
童
（
町
内
の
小
学
校
に

在
学
す
る
児
童
の
み
）

◆
入
所
説
明
会

○�

日　

時　

10
月
23
日
㈬　

午
後
６
時
30

分
～

○
会　

場　

み
か
わ
学
童
保
育
所

◆
入
所
手
続
き

○�

申
込
み
方
法　

学
童
保
育
所
で
お
渡
し

す
る
「
申
込
書
」
と
「
児
童
票
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

○
申
込
み
締
切
り　

11
月
８
日
㈮
厳
守

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
」イ
ベ
ン
ト

鳥
海
山・飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て

お
も
し
ろ
い
！ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

開
催
に
先
立
ち
、
科
学
教
室
を
お
手
伝

い
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。
中
学
生
、
高
校
生
大
歓
迎
で
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
込
み
に
つ

い
て
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○�

日　

時　

11
月
30
日
㈯　

午
前
9
時
～

午
後
０
時
30
分

○�

会　

場　

三
川
町
公
民
館　

多
目
的

ホ
ー
ル

○�

内　

容　

当
日
の
会
場
準
備
、
受
付
、

科
学
教
室
の
補
助
な
ど

○�

問
合
せ
先　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ス
マ
イ

ル
キ
ッ
ズ 

代
表 

町
野 

聡
美

☎
０
８
０
―
１
８
４
５
―
５
３
２
７

m
ikaw

a.sm
ilekids@

gm
ail.com

日
本
精
神
科
病
院
協
会
山
形
県
支
部
主
催

第
39
回
こ
こ
ろ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

県
民
の
皆
さ
ま
に
、
精
神
障
害
者
や
心

の
健
康
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
精
神
障
害
者

の
参
加
と
心
の
健
康
づ
く
り
の
促
進
を
図

る
た
め
の
事
業
で
す
。

○
期　

間　

10
月
23
日
㈬
～
25
日
㈮

○
会　

場　

酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

○�

内　

容　

こ
こ
ろ
に
病
を
持
っ
た
方
々

に
よ
る
作
品
展
示
等

○�

問
合
せ
先　

医
療
法
人
社
団 

愛
陽
会

三
川
病
院 

☎
68
―
０
１
５
０

産
業
技
術
短
期
大
学
校
庄
内
校

飛
庄
祭・オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

○�

日　

時　

10
月
27
日
㈰　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時

○�

内　

容　

模
擬
店
、
も
の
づ
く
り
体
験

教
室
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
学
校
概
要
説
明
、

学
科
説
明
、
課
題
製
作
物
展
示
及
び
デ

モ
、
施
設
見
学

○�

対　

象　

高
校
生
、
保
護
者
、
高
等
学

校
の
先
生
、
そ
の
他
一
般
参
加
希
望
者

○
申
込
み
締
切
り　

10
月
24
日
㈭
ま
で

○�

申
込
み
・
問
合
せ
先　

県
立
産
業
技
術

短
期
大
学
校
庄
内
校
（
酒
田
市
京
田
）

☎
０
２
３
４
―
31
―
２
３
０
０

みかわんL I N E
スタンプ発売中

スタンプ購入は
こちらから㆘㆘㆘
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◆初心者教室
○日　　時　11月17日㈰　午前10時～午後1時
○メニュー　チャーハン、
　　　　　　チンゲン菜とえのきのスープ、酢の物
◆中級者教室
○日　　時　11月19日㈫　午前10時～午後1時
○メニュー　 ご飯、わかめスープ、
　　　　　　鶏胸肉と秋野菜のヘルシー中華炒め

※初心者教室、中級者教室いずれも
○会　場　三川町公民館　調理実習室
○対　象　町内在住の方
○費　用　300円
○持ち物　エプロン、三角巾（手ぬぐい）、
　　　　　手ふきタオル、筆記用具、米半合
○申込み締切り　11月6日㈬まで
○申込み・問合せ先　役場健康福祉課 健康係

☎35－7033

　三川町公民館　調理実習室

お
知
ら
せ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
楽
し
も
う

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開

○�

日　

時　

11
月
３
日
㈰
、
９
日
㈯
、
17

日
㈰　

①
午
前
10
時
～
、
②
午
前
11
時

30
分
～
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン 

星
の
色
と
空
の
色
」、
午
後
２
時
～

「
銀
河
鉄
道
９
９
９ 
赤
い
星
ベ
テ
ル
ギ

ウ
ス 

い
の
ち
の
輝
き
」

○�

内　

容　

秋
の
星
座
解
説
（
10
分
）
と

各
番
組
（
約
25
分
）

○
定　

員　

各
回　

先
着
78
人

○�

費　

用　

３
歳
以
上
１
０
０
円
、
高
校

生
以
上
２
０
０
円　

◆�

大
人
の
た
め
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム﹁
か
ぐ
や
と

Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ａ�

月
が
地
球
に
く
れ
た
贈
り
物
﹂

○�

日　

時　

11
月
６
日
㈬
、
13
日
㈬
、
15

日
㈮　

①
午
後
２
時
～
、
②
午
後
７
時
～

○�

内　

容　

秋
の
星
座
解
説
（
10
分
）
と

番
組
（
27
分
）

○
対　

象　

高
校
生
以
上

○
定　

員　

各
回　

先
着
78
人

○
費　

用　

２
０
０
円

※
観
覧
券
は
各
回
20
分
前
か
ら
発
売

○�

会
場
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市
中
央
公
民

館
（
鶴
岡
市
み
ど
り
町
）

☎
25
―
１
０
５
０

第
９
回
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

　
　
　

 

コ
ン
テ
ス
ト 

in 

庄
内

　

庄
内
在
住
の
日
本
語
を
母
国
語
と
し
な

い
外
国
の
方
々
が
、
自
分
の
国
の
こ
と
や

日
本
で
感
じ
た
こ
と
、
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
、
自
由
に
テ
ー
マ
を
決
め
、

日
本
語
で
発
表
し
ま
す
。

○�

日　

時　

11
月
10
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
０
時
30
分

○�

会　

場　

遊
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室
（
遊
佐
町
遊
佐
）

○
入
場
料　

無
料

○�
問
合
せ
先　
遊
佐
町
日
本
語
講
座
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア 
☎
０
２
３
４
―
43
―
６
９
４
１

町
営
住
宅
北
田
団
地
入
居
者
募
集

○
所　

在　
三
川
町
大
字
押
切
新
田
字
北
田
80

○
募
集
戸
数　

１
戸
（
3
階
）

○�

構
造
等　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

４

階
建

○�

申
込
み
期
間　

10
月
15
日
㈫
～
11
月
１

日
㈮
ま
で

○��

入
居
可
能
時
期　
12
月
上
旬
ご
ろ（
予
定
）

※ 

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○�

申
込
み
・
問
合
せ
先　

役
場
建
設
環
境

課 

建
設
係 

☎
35
―
７
０
３
５

【三川町食生活改善推進協議会主催】「男の料理教室」参加者募集

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

 

予
防
接
種
事
業
の
ご
案
内

　

こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す

る
時
期
に
な
り
ま
す
。
予
防
接
種
は
発
症

予
防
や
重
症
化
防
止
に
有
効
で
す
。
対
象

の
方
は
、
ぜ
ひ
実
施
期
間
中
に
予
防
接
種

を
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

○�

対
象
者　

三
川
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
満
65
歳
以
上
の
方

※ 

実
施
期
間
中
に
65
歳
に
な
る
方
に
つ
い

て
は
、
誕
生
日
の
前
日
か
ら
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
実
施
期
間　

10
月
15
日
㈫
～
令
和
２
年

　

１
月
31
日
㈮

○�

町
助
成
額　

１
，
５
０
０
円
（
医
療
機

関
が
定
め
る
接
種
費
用
か
ら
１
，
５
０

０
円
を
引
い
た
額
が
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
）

※ 

た
だ
し
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す

る
方
は
、
接
種
前
に
町
に
申
請
す
る
こ

と
で
町
助
成
額
が
２
，
０
０
０
円
に
な

り
ま
す
の
で
、
役
場
健
康
係
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。（
接
種
後
の
申
請
は
不
可
）

○�
接
種
場
所　

ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
で

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

事
前
に
予
約
す
る
な
ど
実
施
の
有
無
を
確

認
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　
役
場
健
康
福
祉
課 

健
康
係

 
☎
35
―
７
０
３
２

※初心者教室、中級者教室いずれも※初心者教室、中級者教室いずれも
　三川町公民館　調理実習室
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広��

告

ストローに空気を吹きこむと、ビヨ～ンとタワーがのびて、あらびっくり！

ビックリビックリビックリビックリビックリ
おばけおばけおばけおばけおばけタタワーワーワーワー
ビックリ
おばけタワー

HALLOWEENHALLOWEENHALLOWEENHALLOWEENHALLOWEENHALLOWEENHALLOWEENHALLOWEENHALLOWEENHALLOWEENHALLOWEENHALLOWEENHALLOWEEN

1F アスビー前

イオンモール三川のお気に入りモール
登録画面のご提示で

イオンモールメンバーズアプリ

無料

10.19
SAT

土

農
業
振
興
計
画
の
見
直
し
に
係
る

農
地
転
用
等
の
相
談
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
か
ら
、
三
川
町
農
業
振
興

計
画
の
総
合
的
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
今
後
、
農
用
地
の
宅

地
等
へ
の
転
用
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

12
月
末
ま
で
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
赤
川
２
期
農
業
水
利
事
業
が
令

和
２
年
度
に
完
成
予
定
で
あ
る
こ
と
に
伴

い
、
令
和
３
年
度
よ
り
８
年
間
は
、
農
用

地
区
域
か
ら
の
除
外
（
農
地
転
用
等
）
手

続
き
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

○�

問
合
せ
先

役
場
産
業
振
興
課 

農
政
係 

☎
35
―
７
０
１
７

工
事
で
発
生
し
た
伐
採
木
を

無
償
提
供
し
ま
す

　

国
土
交
通
省
酒
田
河
川
国
道
事
務
所
で

は
、
最
上
川
及
び
赤
川
の
河
川
工
事
な
ど

で
発
生
し
た
伐
採
木
を
無
償
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
http://www.thr.m

lit.go.jp/sakata/

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
出
張
所
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

○�

問
合
せ
先　

酒
田
河
川
国
道
事
務
所

　
酒
田
出
張
所 

☎
０
２
３
４
―
22
―
３
６
０
４

　

飽
海
出
張
所 

☎
０
２
３
４
―
57
―
２
０
７
７

　

赤
川
出
張
所 

☎
23
―
２
０
３
２

不
動
産
競
売
の
お
知
ら
せ

 　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト(

http://bit.sikkou.
jp/

）
で
も
物
件
情
報
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
鶴
岡
支
部

○
閲
覧
期
間　

11
月
７
日
㈭
ま
で

○�

入
札
期
間　

10
月
31
日
㈭
～
11
月
７
日

㈭　

午
後
５
時
ま
で

○
物　

件　

宅
地
、
建
物
な
ど

○�

閲
覧
・
入
札
場
所
・
問
合
せ
先　
山
形

地
方
裁
判
所
鶴
岡
支
部（
鶴
岡
市
馬
場
町
）

☎
23
―
６
６
７
６

◆
酒
田
支
部

○�
閲
覧
期
間　

10
月
17
日
㈭
～
11
月
28
日

㈭
ま
で

○�

入
札
期
間　

11
月
21
日
㈭
～
11
月
28
日

㈭　

午
後
５
時
ま
で

○
物　

件　

宅
地
、
建
物
な
ど

○�

閲
覧
・
入
札
場
所
・
問
合
せ
先　
山
形

地
方
裁
判
所
酒
田
支
部（
酒
田
市
日
吉
町
）

☎
０
２
３
４
―
23
―
１
２
４
６

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

○�

日　

時　

11
月
10
日
㈰ 

午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分

○
会　

場　
鶴
岡
市
消
防
本
部（
鶴
岡
市
美
咲
町
）

○
内　

容　

心
肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）

○
定　

員　

50
人

○
参
加
費　

無
料

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
希
望
者
は
２
０
０
円

○
申
込
み
締
切
り　

11
月
４
日
㈪
ま
で

○�

申
込
み
先　

鶴
岡
市
消
防
署 

救
急
係
、

消
防
各
分
署

○
問
合
せ
先　

鶴
岡
市
消
防
署　

☎
22
―
８
３
３
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

○
期　

日　

12
月
14
日
㈯　

午
前
中

○�

会　

場　

県
立
鶴
岡
工
業
高
校
（
鶴
岡

市
家
中
新
町
）

○
受
付
期
間

　

・
書
面
申
請
…
11
月
５
日
㈫
～
15
日
㈮

　

・
電
子
申
請
…
11
月
２
日
㈯
～
12
日
㈫

※ 

受
験
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び

消
防
各
分
署
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、（
一

財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

○�

申
込
み
・
問
合
せ
先　
（
一
財
）
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部　

☎
０
２
３
―
６
３
１
―
０
７
６
１

　がんの早期発見には、年 1 回定
期的にがん検診を受けることが重
要です。
　これからがん検診を受けたい場
合は、勤め先または、役場健康福
祉課健康係（☎ 35－7032）にご相談
ください。

10月は「がん検診
推進強化月間」です
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Information

2019.10.15

　このコーナーは、過去の広報を振り返り、当時の三
川を紹介するコーナーです。今回は、今から45年前の
昭和49年10月に発行された広報です。表紙の写真は、
東郷小学校の相撲大会の様子です。
　この広報には、秋の交通安全県民運動を実施したこ
とが掲載されていました。これからの時期は日没が早
まり、夕暮れ時から夜間にかけて発生する交通事故が
心配されます。　
　早めのヘッドライト点灯やハイビームの活用で交通
事故を防止しましょう。

【昭和₄₉年₉月₃₀日現在の総人口：₈，₆₉₆人】

あの頃のみかわ
今から45年前のみかわ 【昭和49年（1974年）10月】

△  人口の動き 

△

（令和元年9月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,388人（増17人）　男3,608人（増15人）　女3,780人（増2人）
　増減の内訳　・転入32人・転出▲8人・出生7人・死亡▲14人
■世帯数／2,416戸（増8戸）

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

令和元年₉月届出 （敬称略）謹んでご冥福をお祈り申しあげます
佐藤　東太（₈₅歳） すみよし
金内　勝治（₉₈歳） 成田新田
前田　冷子（6₄歳） 猪　　子
大瀧　久雄（7₉歳） すみよし
阿部　孝次（7₀歳） 横 山 下
大瀧　菊惠（₉7歳） 東　　沼

佐藤かつみ（₉₈歳） 横 山 上
池田美枝子（₈1歳） 袖 東 町
佐藤　　功（76歳） 袖 東 町
工藤　倭文（₈₈歳） 成田新田
鈴木勝太郎（7₅歳） 横　　内
成田とし子（₉₄歳） 上　　町

表・紙・の・写・真

東北社会人サッカーリーグ 2部南 公式戦
三川SC VS 大山サッカークラブ

　9 月15 日㈰、三川中学校グラウンドで、
東北社会人サッカーリーグに参戦している
三川 SC のホームゲームが行われました。
　結果は 2-3 で惜しくも勝利とはなりませ
んでしたが、会場には約 200 人が来場し、
選手たちに熱い声援が送られました。

【三川SC試合情報】
○日　　時　10 月 20 日㈰ 12：00 ～
○会　　場　三川中学校グラウンド
○対戦相手　いわき古河 FC

▲来場者には芋煮を振る舞いました

ご寄附ありがとうございました

　地域福祉活動に役立ててほしい
と、次の方から三川町社会福祉協
議会にご寄附いただきました。

大滝　　順様（東　沼）

ふるさと応援寄附金
ありがとうございました

9月分　4,227人



本紙掲載の記事、写真等の無断転載を禁じます。

畠山ひろなりくん
（桜木町）

大川こうせいくん
（横山中）

むし歯ゼロ！

み

ん
なも目指せ

!

むし歯のない子みいつけた！
３歳児よい歯の紹介

　3歳児健診の歯科健診でむし歯の無かった子を紹介するコーナーです。今回紹介するのは、
9月6日㈮の健診でむし歯が無かった子どもたちです。これからも引き続きむし歯ゼロを目指
してがんばりましょう。

佐藤このみちゃん
（青山）

魚住あやのちゃん
（横山下）

柴田ういちゃん
（上町）

齋藤れいなちゃん
（東沼）

佐野れんたろうくん
（猪子）

小野寺いおりちゃん
（青山）

佐藤りょうたくん
（青山）

金内おうげんくん
（桜木町）

佐藤あやとくん
（横山下）

みかわイベントInformation
令

和
元

年
1

0
月

15
日

発
行

（
毎

月
1

回
）

通
巻

752
号

三
川

町
役

場
企

画
調

整
課

みかわ秋まつり:11月2日土～4日月
●日　　時　11月2日㈯～4日㈪
　　　　　　午前9時～午後7時（4日は午後3時まで）
●会　　場　 三川町町民体育館、三川町文化交流館「アト

ク先生の館」　ほか（入場無料）
●内　　容　 特別展示「みんなで楽しむバルーンアート」

バルーンアート作品展示、バルーンアート
制作ショー、制作体験など、特別展示「門崎
晴子 和紙ちぎり絵展」、町民による各種作
品展示、体験コーナー、物産販売・試食　
ほか

●問合せ先　三川町公民館　☎66－4403

●日　時　11月10日㈰
　　　　　午後1時30分～
●会　場　いろり火の里
　　　　　なの花ホール
　　　　　（入場無料）
●内　容　 町内小学校児童による

合唱・合奏、町内各種
団体等による演奏・
コーラス　ほか

町民音楽会:11月10日日

1₈

寄附者紹介や人口の動き、亡くなられた方々のお知らせは本紙 17ページに掲載しています。

広
報

Public relations of m
ikaw

a tow
n


